
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

84,766

 ＜財源内訳＞

事業費

1,763

寄附金

0

令和６年度当初予算 支出科目 款：総務費　項：防災費　目：防災総務費

事 業 名 広域防災センター施設補修事業費

１ 事 業 費

危機管理部　防災課　防災企画係 電話番号：058-272-1111(内2838)

E-mail：11115@pref.gifu.lg.jp

0 0

0 0 0 76,200

２ 要 求 内 容

（各課様式１）

使用料 財　産

1,500

一　般
財　源

263

予 算 要 求 資 料

区  分

手数料

0 0 0

　広域防災センターは岐阜県有建物長寿命化計画の対象施設となっており、給排水衛生設
備の改修サイクルについて、ポンプ類は２０年、配管類は３０年とされているが、いずれ
もこれまで一度も改修したことがない。３階トイレの排水管から水漏れが発生しているこ
とから、他の部位についても劣化が懸念されるため、早急に工事を進める必要がある。
　一方、同計画ではユニバーサルデザイン化のための改修事業として、トイレの洋式化率
については５０%以上と求められているところだが、現在男子トイレ、女子トイレの多くが
和式であり、利用者に不便を強いている状況。

0

財 源 内 訳

　県有施設の改修に係る業務であるため県が負担することが妥当

　無

(前年度予算額：　2,652千円）

(前年度予算額：　1,763千円）

UD化分　　　　49,422千円

長寿命化分  　35,344千円

0

84,766

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0 84,766

8,566

　男子トイレ、女子トイレともに全て洋式化。１階と２階にそれぞれ１ヶ所ずつ設置され
ている身体障がい者用トイレは、引き戸が重いためこれを軽くする他、（引き戸のレール
による）段差の解消、オストメイトの設置など、関連法規類への適合が求められる。
　トイレの照明は現状全て蛍光灯となっているが、令和１２年度までに県有施設の全ての
照明をLEDに切り替える必要があることから、本工事に合わせてトイレの照明をＬＥＤ化す
る。
　工事期間の８ヶ月間は、トイレが使用できなくなるため仮設トイレを１０台レンタルす
る。

0

収　入
その他 県　債

（２）事業内容



（１）各種計画での位置づけ

　無
（２）国・他県の状況

　岐阜県県有建物長寿命化計画　個別施設計画

47,489

工事請負費(長寿命化)

　県有施設の改修に係る業務であるため県が主体となることが妥当

255

84,766

事業内容の詳細

工事管理他

仮設トイレレンタル

工事事務費、仮設トイレ消臭剤

工事事務費、仮設トイレし尿汲み取り

工事監理他

事業内容

委託料(UD化)

使用料及び賃借料

需用費

91

工事請負費(UD化）

工事本体

工事本体

31,556

燃料費 37

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

旅費 工事事務費85

役務費

合計

　なし
（３）後年度の財政負担

1,933

2,035

３ 事業費の積算 内訳

金額

1,285委託料(長寿命化)



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R5 ) 目標

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
５
年
度

　令和６年度中に工事を完了させるものであり、目標設定には馴染まない。

（これまでの取組内容と成果）

　令和６年度の工事施工に向けて設計業務を行った。

令
和
６
年
度

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
７
年
度

令和７年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

①

指標名
R7年度 R8年度 終期目標

②

目標 目標 (R8) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　令和６年度中に全てのトイレを洋式化、一部照明をＬＥＤ化するとともに、給排水
管及びポンプを改修する。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

　

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 　

　

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　

　

（今後の課題）

　建物の給排水設備を全面的に更新する工事であり水道利用が制限されることから、
見学者の理解を求めながら進める必要がある。

(評価) 　現に漏水が発生しており、また、利用者から洋式化を望む声も寄せられて
いるため、早急に工事を進める必要がある。

３

２ 事業の評価と課題


